
広
　
　
報

主 な 内 容

発行 / 白井市　編集 / 秘書広報課　毎月2 回　1 日・15 日発行　〒 270-1492　白井市復1123　☎ 047（492）1111　　  047（491）3510　　  http://city.shiroi.chiba.jp/FAX URL

市民と築く安心で健康なまち　しろい　～つなげよう！人と笑顔　地域の輪～

築地市場でしろいの梨を PR
 　8月4日、東京の築地市場で市場関係者な

どを対象に「試食会」が行われました。
　この日は、しろいふるさと大使のイワイ
ガワさんも駆け付け「しろいの梨は日本
一！」と力強くPRしてくれました。試食し
た人からは「しろいの梨は甘くておいしい」
との声が上がっていました。

し
ろ
い
の
梨

　
梨
は
、
白
井
を
代
表
す
る
特
産
品
で
市
内
全
域
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
梨
の
生

産
量
は
県
内
第
1
位
で
、
全
国
で
も
第
4
位
で
す
。
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
は
市
が
一
番
活
気

づ
く
季
節
で
、
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
梨
の
の
ぼ
り
旗
が
は
た
め
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
「
し

ろ
い
の
夏
」
を
梨
で
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
問

　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
2

今
年
も
あ
ま
い
！
　
ふ
る
さ
と
の
旬
を
食
べ
よ
う

お笑いコンビ　イワイガワ ものまねタレント　ホリ

ふるさと歌手 石田俊雄 ふるさと歌手 大杉一男 ふるさと歌手 髙城靖雄

タイ王国のバイヤーが白井の梨を視察
　8月 5日、JA西印旛白井中央梨選果場と市内の梨園にタ
イ王国から 3人のバイヤーが視察に訪れ、商談会が行われ
ました。市は、平成 24 年 8 月にタイ王国で開催された「千
葉県物産フェア」に白井産の梨「幸水」を出品し、同年に
豊水 100 ケースを輸出した実績があります。市梨業組合組
合長の秋本享

みちゆき

志さんは、甘くてみずみずしい幸水の説明を
行うなど白井の梨を熱心に PRしていました。しろいの梨
がタイ王国に届くよう今後の商談成立を期待します。

しろいの梨を全国に発送
　8月 5日、白井郵便局で「しろいの梨ゆ
うパック初荷式」が行われ、関係者が初荷
の発送を祝いました。この初荷式は、白井
郵便局と生産者の皆さんが地域振興と市の
ＰＲを目的に初めて実施したものです。初
日は幸水 5キロケース 1,200 箱を発送。今
年は昨年の 51,000 箱を上回る発送を予定し
ています。式では、伊澤市長から「生産者
が真心を込めて作り上げたみずみずしい『し
ろいの梨』を全国の多くの人に届けてほし
い」と話しをし、関係者によるテープカッ
トの後、初荷を積んだトラックが全国に向
けて出発しました。

梨イベント情報
■しろいなし坊フェスタ　8月 30 日㈯
　午前 10 時～　やおぱぁく
■柏レイソルしろいホームタウンデー
　9月23日㈷　日立柏サッカー場（柏市）
■白井梨マラソン　10 月 5 日㈰　
　午前 9時～　白井運動公園

「今年の梨もあま～い」とほおばる柏レイソルの選手たちと子どもたち（市梨業組合の試食会から）

しろいふるさと大使のイワイガワさんがしろいの梨を PR

伊澤市長と、なし坊・かおりがドライバーに梨を手渡し

タイ王国のバイヤー（女性 3人）が幸水の実り具合をチェックしている様子
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友
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文化会館開館20周年記念事業
♩♪♬ 笑いと歌のオンステージ

日時　10月18日㈯　午後4時～（開場午後3時30分～）
場所　文化会館大ホール
入場料　一般　1,000円（全席指定、3歳未満膝上無料で、席を有する場合は
チケットが必要）
チケット発売日　8月28日㈭午前10時から文化会館窓口で
　　　　　　　　（電話予約は8月29日㈮午前9時から）
※ふるさとまつり開催期間中のため、文化会館側の駐車場は利用できません。
市役所職員駐車場など駐車台数に限りがありますので、来場する際は乗り合わせ
または公共交通機関をご利用ください。■問　文化会館☎（492）1121

♭♯

　
　「しろいふるさと大使」は、市のイメージアップと地域振興を図るため、市のPRにご協力をい
ただいている市出身の著名人の皆さんです。

コント×民謡×ものまね×歌謡曲＝「多彩な組み合わせ」による楽しいステージです。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.759

8.15
■「第5次総合計画」「都市マスタープ
　ラン」の策定に向けて…………………2
■西白井複合センターを一時休館 ………4
■まちづくり審議会委員を募集 …………4
■住居表示審議会委員を募集 ……………5
■子どもたちが笑顔で暮らせるまちを目
　指して……………………………………6
■テニスコート改修工事のお知らせ ……7

平成 26年
（2014 年）

しろいふるさと大使ライブ



　市では、平成28年度からの新たなまちづくりの指針である「第５次総合計画」と都市計画に関する基本方針である「都市マスタープラン」を策
定しているところです。計画の策定に当たり、市民のまちづくりに対する意向などを把握するため、「住民意識調査」を実施しました。
　皆さんからいただいたご意見は、第５次総合計画や都市マスタープランの策定に生かしていきます。
　調査結果内容の詳細は、企画政策課や市ホームページ、情報公開コーナーで閲覧できます。
　また、市民の意見を計画の策定に反映させるために「総合計画・都市マスタープラン勉強会」と「タウンミーティング」を開催し、10年後の白
井市の将来像について意見交換をしました。その詳細については広報しろい9月15日号でお知らせします。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351・3

市民から見た白井市　～住民意識調査の結果～
◆調査の概要
　調査は次のとおり実施しました。
調査期間　5月16日～ 5月30日
調査対象　市内在住の18歳以上の男女　2,500人
抽出方法　住民基本台帳より無作為抽出
回収率　44・5㌫（1,113人が回答）
調査方法　郵送配付・郵送回収

市について
【質問】あなたは白井市についてどう思いますか。
（1つ選択）
　「好き」「どちらかというと好き」を合わせた、白井市に好感を持っ
ている回答者は約7割でした。

市の住みやすさについて
【質問】あなたは白井市の住みやすさについてどう思
いますか。（1つ選択）
　「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」を合わせた、住みや
すさを感じている人は6割強でした。

都市基盤に必要なことについて
【質問】あなたは、市のこれからの都市整備に必要な
ことは何だと思いますか。（1つ選択）
　「市街地の区域は拡大せずに、現在の市街地の未利用地を活用し、
緩やかな人口増加を目指す」が最も多く挙げられていました。

定住意識について
【質問】あなたはこれからずっと白井市に住み続けたいと
思いますか。それとも市外に移住したいと思いますか。
（1つ選択）
　「当分住み続けたい」が最も多く約4割となっており、「永住したい」と
合わせた、住み続けたい人は6割強でした。

【質問】上の質問で「永住したい」「当分住み続けたい」
と答えた人にお聞きします。あなたが白井市に住み続け
たいと思う理由は何ですか。（3つまで選択）
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持ち家があるから

自然環境が良いから

日常生活が便利だから

友達や知り合いがいるから

転居するには経済的負担が大きいから

まちに愛着があるから
生まれ育ったまちだから
通勤・通学に便利だから

市の発展に期待できるから

無回答

他に住みたいまちが見つからないから

その他

教育環境が良いから

転居するには身体的負担が大きいから

　「持ち家があるから」、「自然環境が良いから」が多く、続いて「日常生
活が便利だから」「友達や知り合いがいるから」が多く挙げられていました。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆調査項目とその結果
　調査は、「市の住みやすさ」や「市の取り組みの満足度と
重要度」「市のまちづくり」など33項目を設け、アンケート
形式で実施しました。
　主な項目とその結果は次のとおりです。
　多くの市民の皆さんにご協力いただきありがとうございま
した。

「第5次総合計画」「都市マスタープラン」の策定に向けて「第5次総合計画」「都市マスタープラン」の策定に向けて

10年後の白井市はこうなっていて欲しい！（タウンミーティングにて）
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41 環境学習や環境美化活動の推進
42 騒音・振動・悪臭などの公害対策
43 不法投棄防止対策
44 ゴミの減量とリサイクルの推進
45 ゴミの収集と処理の推進
46 地球温暖化防止対策
47 計画的な土地利用・開発
48 公園の整備
49 地域の特性を生かした景観づくり
50 道路の整備
51 橋梁や河川の整備
52 上・下水道の整備
53 斎場や墓園の整備
54 鉄道の運賃問題対策
55 路線バスや循環バスの利便性向上の取り組み

56 地区コミュニティのリーダーの育成など市民自治の仕組みづくり
57 行政評価、事業仕分けなど効率的な行政運営の推進
58 健全な財政運営の推進
59 情報公開や広報・PR活動の取り組み
60 市民参加・協働の取り組み

21 健康づくりの推進
22 乳幼児健診など母子の健康対策
23 がん検診など病気の予防対策
24 休日・夜間や緊急時の医療体制
25 地区コミュニティの活性化の支援
26 公益的市民活動団体などへの支援
27 各センターでの講座開催など生涯学習活動の支援
28 スポーツ活動の支援
29 文化・芸術活動の推進
30 歴史・文化財の保存と活用
31 農業の生産技術の向上や活性化の支援
32 農業の後継者育成の支援
33 農地の保全や遊休農地の活用の推進
34 農業体験など農業・農村交流の推進
35 商店街や工業団地などの活性化の支援
36 企業誘致の推進
37 就労希望者への雇用対策
38 消費者被害の防止など消費者保護の推進
39 自然環境の保全
40 市民の森など自然とふれあう場の提供

1 子どもの医療費助成など子育て支援
2 保育園の整備など子育ての環境づくり
3 障がい児への療育の支援
4 児童や青少年の健全育成
5 小・中学校での教育・指導内容
6 学校施設の整備・安全対策
7 地域の教育資源を活用した開かれた学校づくり

8 小学校へのスムーズな就学のための幼児教育の推進
9 地震・台風などに備えた防災対策
10 火災に対する消防体制や緊急時の救急体制
11 交通安全対策や防犯対策
12 障がい者への福祉サービス
13 高齢者への福祉サービス
14 保健や福祉の総合的な相談窓口機能の充実
15 バリアフリーの環境づくり
16 独居高齢者の見守りなど地域福祉活動の支援
17 差別、偏見、虐待などを防止する人権対策
18 男女共同参画社会づくり
19 国際交流など国際化の推進
20 平和意識の啓発や平和教育の推進

市の取り組みの満足度・重要度
【質問】市の取り組みについて、あなたの現在の満足度はいかがですか。また、あなたにとってのこれからの重要度は
どのようにお考えですか。（それぞれ1つ選択）
　市で取り組んでいる主な施策60項目（下表のとおり）について、満足度・重要度の評価を基に、次の計算方法により4つの分野（重点維持分野、維持
分野、重点改善分野、改善分野）に整理しました。
　満足度は「満足2点、やや満足1点、普通0点、や
や不満－1点、不満－2点」、重要度は「重要2点、
やや重要1点、どちらともいえない0点、あまり重
要でない－1点、重要ではない－2点」として計算し、
それぞれ合計点を回答者数で割り出しました。
　この計算から満足度、重要度の平均点を算出し、
施策ごとの相対的な位置づけをより明らかにする
ために、平均点との差に基づいてグラフを作成し
ました。グラフは、重要度と満足度の平均点の位
置（0.76、－0.20）を原点として描いています。
重点改善分野
　平均より満足度が低いが、重要度は高く評価さ
れています。このため、これまで以上の取り組み
が必要とされている分野です。
改善分野
　平均より満足度も、重要度も低く評価されてい
ます。このため、実施方法や予算、内容などを見
直し、改善することが求められている分野です。
重点維持分野
　平均より満足度も、重要度も高く評価されてい
います。このため、今後もこの水準を保つことが
望ましいので、現状維持で取り組むべき分野です。
維持分野
　平均より満足度は高いが、重要度は低く評価さ
れています。このため、サービス水準の見直しの
検討が必要と考えられる分野です。
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子育て支援について
【質問】あなたは、市の子育て支援対策として、どのよう
な取り組みを充実させていくべきとお考えですか。（3つ
まで選択）
　「いじめや差別をなくす教育の推進」が最も多く、続いて「鉄道やバス
など公共交通の利便性の向上」「安心して子どもが医療機関にかかること
ができる体制」が多く挙げられていました。

0 5 10 15 20 25 30 35％

いじめや差別をなくす
教育の推進

鉄道やバスなど
公共交通の利便性の向上

安心して子どもが医療機関に
かかることができる体制

医療費への助成

必要な時に誰でも気軽に
利用できる保育サービス
保育所や幼稚園にかかる

費用負担の軽減
子ども連れでも安心・安全に
移動しやすい道路環境づくり

子育てに困ったときに相談したり
情報が得られる窓口サービス

児童館など親子が安心して集まれる
身近な場やイベントの機会の充実
子どもたちが世代を超えて

様々な人と交流する機会の提供
子ども連れでも出かけやすく

楽しめる場づくり

学童保育の充実

子育て家庭の家賃や
教育ローンへの助成

中学生・高校生の居場所づくり

無回答

妊産婦や乳幼児健診などの
母子保健の充実

残業時間の短縮や休暇の取得促進など
企業に対する職場環境の改善の働きかけ

子育てについて学べる機会

男性の育児参加の支援

その他
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高齢期の生活について
【質問】あなたの高齢期（高齢期になった時）の生活
に不安があるとしたら何ですか。（3つまで選択）

　「認知症になること」が最も多く、続いて「大病を患うこと」「生活
費の確保が困難になること」が多く挙げられていました。

0 10 20 30 40 50％

認知症になること

大病を患うこと

生活費の確保が困難になること

体が思うように動かないこと

移動・外出が困難になること

家族の世話･介護 ( 老老介護など )
をすること

病気がちになること

ひとりで生活すること

災害時や緊急時に対応できないこと

家事 ( 掃除・調理など ) が
困難になること

就労の場がないこと

生きがいがないこと

住居・庭の管理が困難になること

困った時の相談先がないこと

知人・近所とのつきあいが
希薄になること

住居の安全性が低下すること

住居の環境が悪くなること

財産管理、相続など

詐欺（さぎ）にあうこと

その他

無回答

41.7％

30.8％

30.8％

29.9％

24.5％

23.4％

19.4％

11.9％

11.9％

10.0％

9.8％

6.1％

5.9％

5.5％

5.2％

4.0％

3.4％

2.5％

0.5％

1.6％

3.6％

市で取り組んでる主な施策

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2014.8.153



　
ご
み
の
減
量
を
し
た
い
け
れ
ど
、

実
際
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
い
い
か

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
「
白
井
の
ご
み
を
減
ら

す
会
」
と
協
働
で
、
自
治
会
や
団

体
な
ど
を
対
象
に
「
ご
み
減
量
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
よ
る
ご
み
減
量

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
市
の
ご
み
の
現
状

や
実
際
に
ご
み
を
減
ら
す
方
法
、

「
3
R
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」
の

「
ご
み
の
減
量
講
座
」
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

取
り
組
み
方
、
ご
み
の
分
別
ク
イ

ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
時
間
は
、
質
疑
応
答
を
含

め
、
お
お
む
ね
1
時
間
程
度
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
「
ご
み
の
減
量
」

に
つ
い
て
、
地
域
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
日
程
な
ど
は
環
境
課
で
調
整
を

行
い
ま
す
が
、
希
望
日
な
ど
に
実

施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
会
場
は
、
依
頼
を
さ
れ
る
自
治

会
な
ど
で
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
既
に
実
施
さ
れ
た
自
治
会
な
ど

で
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
再
度
実
施

し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

④

9月1日㈪から10月31日㈮まで大規模修繕工事により
西白井複合センターを一時休館します

　西白井複合センターは、施設の老朽化に伴い大規模修繕工事を実
施するため、9月1日㈪から10月31日㈮までの2カ月間全館休館となり
ます。
　システム機器の操作や利用料金の収受などの業務に限り、9月5日
㈮から10月24日㈮までの間、毎週金・日曜日の午前8時30分から午後
5時15分まで窓口で応対します。その際の出入り口は、事務室脇の通
用口を利用してください（正面の出入り口は利用できません）。
　休館中は、出張所や公民館、児童館、老人憩いの家、図書室（ブッ
クポストの利用も含む）については、利用ができませんので、他の
センターや市役所、図書館などの利用にご協力をお願いします。
　学校体育施設（清水口小学校、大山口小学校、七次台小学校、大
山口中学校、七次台中学校）と中木戸グラウンドの鍵の受け渡しに
ついては、冨士センターで行います。
　工事は、現地での準備から撤収までの全工程に約4カ月を見込んで
います。このため、休館期間の前後においても、作業などにより施
設内外で部分的な立ち入りや利用の制限を行うことがあります。
　利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
■問　工事の内容に関すること・管財契約課管財契約班　内線3341、出張所に関すること・市民課市民班　内線3143、公民館に関すること・生
涯学習課社会教育班　内線3431、児童館に関すること・児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487、老人憩いの家に関すること・高齢者福祉課
高齢者支援班　☎（497）3484、図書室に関すること・図書館　☎（492）1122、検診に関すること・健康課保健予防班　☎（497）3495

「
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査
」

を
実
施

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
男
女

共
同
参
画
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
た
め
「
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
市
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
人
で
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
民
2
、
0
0
0
人
と
、
市
内
の
企

業
に
勤
め
る
5
0
0
人
の
計
2
、
5

0
0
人
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
市
民
向
け
の
調
査
票
は
、
8
月
29

日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。
回
答
の
締
め

切
り
は
9
月
16
日
㈫
（
消
印
有
効
）

と
な
り
ま
す
。

　
市
内
の
企
業
在
勤
者
向
け
調
査
票

に
つ
い
て
は
、
各
企
業
を
通
し
配
布

し
ま
す
。

　
意
識
調
査
が
届
い
た
人
は
、
調
査

の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　
市
で
は
、
料
理
を
通
じ
て
省
エ
ネ

　市では、まちづくり条例の適正かつ円滑な運用を図るため「地
区まちづくり計画」などに関する調査・審議や、開発協議に係る
意見書の対応などをしていただく「まちづくり審議会委員」を募
集します。
対象　市内在住・在勤者で20歳以上の人　3人
※応募人数に限らず、選考基準により選考します。
任期　平成26年10月1日～平成28年9月30日（2年間）
報酬　会議1回6,600円
※会議は必要に応じて随時開催します。平日の夜間に開催する場
合もあります。
■申・■問　所定の申込書（都市計画課、市ホームページにあります）
に必要事項を記入の上、9月1日㈪までに、郵送（消印有効）、Ｅ
メールか直接都市計画課計画整備班　内線3236・{toshi-keikaku@
city.shiroi.chiba.jpへ 

まちづくり審議会委員を募集
と
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン

グ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
簡
単
な
料
理
で
、
生
ご
み
の
減
量

や
地
球
に
も
家
計
に
も
優
し
く
な
る

ク
ッ
キ
ン
グ
を
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
9
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
18
歳

以
上
の
人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー
　
ひ
ん
や
り
ト
マ
ト
の
和

風
冷
製
パ
ス
タ
、
ナ
ス
の
鶏
み
そ
サ

ラ
ダ

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
9
月
5
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3
2
7

6
・
7
へ

地
域
の
環
境
美
化
推
進
を
目
指
し
て

生
活
環
境
指
導
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
4
月
に
今
年
度
の
生
活

環
境
指
導
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
指
導
員
制
度
は
、
地
域

の
環
境
美
化
を
推
進
す
る
た
め
に
平

成
7
年
度
に
発
足
し
、
各
地
区
の
ご

み
集
積
所
へ
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
出

し
方
の
指
導
や
不
法
投
棄
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
あ
る
約
1
、 

0
0

0
カ
所
の
集
積
所
は
、
約
1
0
0
人

の
生
活
環
境
指
導
員
と
集
積
所
を
使

用
す
る
人
た
ち
の
協
力
で
、
き
れ
い

な
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ご
み
の
出
し
方
や
排
出

時
間
な
ど
を
守
り
、
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
平
成
25
年
度
生
活
環
境
指
導

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

メール配信サービスで「広報しろい」を届けます

　毎月1日・15日に発行している広報しろい（PDF版）を、メー
ル配信サービスでパソコンやスマートフォンなどにＥメール
で配信します。
　いつでもどこでも広報を見ることができ、登録料は無料で
す。配信を希望する場合は「しろいメール配信サービス」の
登録が必要です。
配信日時　広報発行日（1日と15日）の午前8時30分ごろ
登録方法　①パソコンからの登録　http://city-shiroi.jp/
nashibo/user/shiroi/blog/showDetail.doへアクセス
②スマートフォンなどからの登録　shiroi@city-shiroi.jpへ空
メールを送信
※一部対応しないパソコンのＯＳ・スマートフォンなどがあ
ります。登録料は無料ですが、通信に要する通信料は別に掛
かります。詳しくは市ホームページhttp://city.shiroi.chiba.
jp/detail/mail-haishin.htmlへ
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

西白井複合センター

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2014.8.15 4



パ
ソ
コ
ン
画
面
に
突
然
現
れ
る

警
告
表
示
に
注
意
を
！

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
181

「耕作放棄地」を解消しましょう
◆地域で取り組む耕作放棄地再生利用のための支援策
　耕作放棄地は病害虫の発生源やゴミの不法投棄、有害獣のすみかになるなど、
地域の環境に悪影響を与えます。
　国や県では、耕作放棄地を再生利用する人を対象に、草刈りや用排水路整備な
どの経費の一部を助成しています。
助成内容
①再生利用活動に対する助成
　再生作業（雑草などの障害物除去）や土づくり、営農定着を行う場合、10アー
ル当たり7万5千円または事業費の4分の3以内で助成（限度額7万5千円）
②施設等補完整備に関する助成
　用排水路や農道、暗

あんきょ

渠排水などの農業用施設等の整備を行う場合、事業費の2分
の1以内で助成（限度額10万円）
※助成を受けるための要件や助成内容の詳細については、直接問い合わせてくだ
さい。そのほか、耕作放棄地の解消は地権者だけでは進まないため、地域・集落
の話し合いを基本に、再生農地の担い手や活用方法を検討する県事業による支援
もあります。
◆「耕作放棄地活用応援団」を募集
　地域からの要請により、草刈りなどの再生作業に取り組む無償のボランティア
を31日㈰まで募集します。
　応援団の活動は10月以降になります。
　応募要項などの詳細については、千葉県のホームページで確認するか、直接県
農地・農村振興課に問い合わせてください。
■問　県農地・農村振興課　☎043（223）2862、農政課農政班　内線3253

白井市農業委員会委員
氏名 担当地区

武藤栄子（会長） 富ヶ谷・富ヶ沢
川上洋（会長代理） 富塚
中村敎雄 木・折立
山口幸一 中・河原子
林榮造 神々廻
鈴木正夫 白井・下長殿
鈴木二三男 冨士
内藤秀樹 清戸・谷田・武西
宇賀義則 七次
福田孝一 平塚
小松博
（農業共同組合推薦）

名内・小名内・
今井

笠井行雄
（農業共済組合推薦） 白井木戸

齊藤正次
（土地改良区推薦） 十余一

芦田恵子（議会推薦）上長殿・法目
押田勝巳（議会推薦）中木戸

市
農
業
委
員
会
委
員
が

決
定

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
立
候
補
者
の
受
け
付
け
が

7
月
6
日
に
行
わ
れ
、
10
人
の
届
出

が
あ
り
、
定
数
と
同
数
の
た
め
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
任
に
よ
る
委
員
は
、
市
議
会
や

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、

土
地
改
良
区
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
お
よ
び
各
委
員
の
担
当

地
区
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
市
農
業
委
員
会
　
内
線
3
2
6

1
・
2

　市が新たに実施する住居表示に関して、審議をしていた
だく「住居表示審議会委員」を募集します。
　今年度は白井駅北側地区の一部を予定しています。
対象　市内在住で20歳以上の人　4人
※応募者多数の場合は、選考基準により選考します。
任期　委嘱日から2年間
報酬　会議1回6,600円
※会議は年1回程度で、平日午後の開催を予定しています。
■申・■問　所定の申込書（市民課、各センター、市ホーム
ページにあります）に必要事項を記入の上、29日㈮までに、
郵送（必着）、Ｅメールか直接市民課市民班　内線3146・
{shimin@city.shiroi.chiba.jpへ

住居表示審議会委員を募集

市
民
参
加
推
進
会
議
の

委
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
市
が
行
う
行
政
活
動
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
の
手
続
き
と
し
て
、
市
民
参
加

条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
参
加
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
な
ど
、
総
合
的
評
価
や
市
民
参
加

の
方
法
の
研
究
お
よ
び
改
善
な
ど
を

調
査
審
査
す
る
会
議
を
開
催
し
て
お

り
、
7
月
30
日
に
10
人
の
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
7
月
29
日
ま
で

の
3
年
間
で
、
委
員
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

市
民
参
加
推
進
会
議
委
員
（
敬
称
略
）

池
川
悟
（
会
長
）、
市
川
温
子
（
副

会
長
） 

、
坂
野
喜
隆
、
手
塚
崇
子
、

市民参加推進会議　日程
日時 議題

8月27日㈬　午後3時～
平成25年度総合的評価の
方法について

10月3日㈮　午後3時～
総合的評価について

10月22日㈬　午後3時～
11月26日㈬　午後3時～ 平成26年度答申のまとめ

未定
次年度以降の審議の方向
性について

林
章
、
小
林
光
代
、
田
中
卓
也
、
谷

本
滋
宣
、
徳
本
悟
、
三
浦
永
司

◆
会
議
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
民
参
加
推
進
会
議
は
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
・
議
題
　
左
上
表
の
と
お
り

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
1
〜
3

西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委

員
会
の
委
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
建
設
に
関
し
、
設
計
お

よ
び
管
理
や
運
営
な
ど
を
調
査
・
審

議
す
る
た
め
、
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員
会
を
設

置
し
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
具
体
的
な

内
容
や
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
7
月
26
日

に
15
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
建

設
終
了
ま
で
で
、
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建

設
準
備
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

黒
添
誠
（
委
員
長
）、岡
野
三
之
（
副

委
員
長
）、
田
上
聖
視
、
山
下
芳
男
、

西
改
克
彦
、
加
藤
照
久
、
神
野
昇
、

水
野
桂
二
、
田
中
和
八
、
町
田
紀
子
、

尾
形
磨
美
、
成
田
滿
、
近
藤
博
子
、

海
老
原
一
男
、
田
中
英
紀

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1
〜
3

委嘱を受ける委員

農
産
物
の
放
射
性
物

質
検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
市
・
県
で
は
7
月
16
日
か

ら
25
日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質

の
検
査
を
実
施
し
、
結
果
は
全
て

の
品
目
に
お
い
て
「
検
出
せ
ず
」

で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目
　
ナ
シ
、
エ
ダ
マ
メ
、

オ
ク
ラ
、葉
シ
ョ
ウ
ガ
、カ
ボ
チ
ャ
、

ハ
グ
ラ
ウ
リ
、
葉
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、

ネ
ギ

県
検
査
品
目
　
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性

物
質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出

で
き
る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2

5
1
〜
4

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

委嘱を受ける委員

Q
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
た
ら
、

画
面
に
突
然
「
危
険
！
」
と
書
か
れ

た
警
告
表
示
が
出
た
。

　
驚
い
て
警
告
表
示
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
ら
、
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
検
索

が
始
ま
り
「
パ
ソ
コ
ン
が
危
険
な
状

態
な
の
で
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
必
要
」

と
表
示
さ
れ
た
。

　
不
安
に
な
っ
た
の
で
、
画
面
の
案

内
に
従
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ

ト
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
し

た
。

　
し
か
し
、
後
で
確
認
し
た
ら
年
間

数
千
円
の
費
用
が
か
か
る
よ
う
だ
。

購
入
し
た
ソ
フ
ト
も
信
用
で
き
な
い

の
で
解
約
し
た
い
。（

60
歳
代
・
男
性
）

A
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る
時
に
、突
然
「
危
険
」「
脅
威
」

な
ど
の
警
告
表
示
が
現
れ
て
不
安
に

な
り
、
警
告
表
示
に
誘
導
さ
れ
る
ま

ま
に
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な
ど
を

購
入
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
相
談

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
警
告
表
示
は
事
実
と

は
異
な
り
、
消
費
者
を
不
安
に
さ
せ

て
ソ
フ
ト
を
購
入
さ
せ
る
た
め
の
広

告
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
相
談
の
よ
う
に
、
料
金
や
シ

ス
テ
ム
を
確
認
せ
ず
に
契
約
し
て
い

ま
い
、
後
で
自
動
更
新
だ
っ
た
と
気

が
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
解
約
す

る
に
は
、
ソ
フ
ト
を
ア
ン
イ
ン
ス
ト

ー
ル
（
削
除
）
す
る
だ
け
で
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
請
求
は
止
ま
ら
な

い
の
で
、
契
約
し
た
事
業
者
に
解
約

を
申
し
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
こ
の
よ
う
な

表
示
が
突
然
現
れ
て
も
、
信
頼
で
き

る
表
示
か
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

慌
て
て
契
約
画
面
な
ど
を
ク
リ
ッ
ク

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
購
入
す
る

場
合
は
、
信
頼
で
き
る
サ
イ
ト
で
比

較
・
検
討
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
購
入
後
に
日
本
語
で
問
い
合
わ
せ

が
で
き
る
窓
口
の
有
無
を
確
認
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
購
入
す
る

前
に
、
必
ず
料
金
や
契
約
の
自
動
更

新
の
有
無
、
解
約
方
法
な
ど
に
つ
い

て
も
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
安
全
に
関
し
て
の
詳

し
い
情
報
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
（
I
P
A
）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
」

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）
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子どもたちが笑顔で暮らせるまちを目指して子どもたちが笑顔で暮らせるまちを目指して
　市では、子どもが笑顔で暮らせるまちを目指して「しろい子どもプラン」を策定し、保育サービスの充実や子育て支援事
業の推進をしています。また子育てと仕事の両立や子育て中の親子の仲間づくりへの支援、相談体制の充実などを通して市
内で安心して子どもを産み育てていける環境づくりに取り組んでいます。

保護者が病気などになったときは
「一時保育」が利用できます

　保育所の入所基準を満たしていない保護者の子どもや、保護者
が急に病気になったりけがをしたために、一時的に保育ができ
なくなった場合に、一時的に子どもを預かる「一時保育事業」を、
清水口保育園と南山保育園で実施しています。
　認定子ども園の「はなぶさ保育園」でも一時保育を実施してい
ます。はなぶさ保育園の利用方法については直接問い合わせてく
ださい。
※初めて利用する人は事前に面接があるので、時間に余裕を持っ
て申し込んでください。急病など緊急の場合は、事前に電話など
で相談してください。
【利用できる場合】
非定型的保育（月14日以内）
　週2・3日就労している場合や資格取
得のため学校に通っているなどの場合
緊急保育（月14日以内）
　急な病気のための通院、家族の入院
や介護、出産などの場合
私的保育（月5日以内）
　私的用事がある、育児疲れなどの場合
対象児童　市内在住の生後6カ月から就学前の健康な乳幼児
保育時間　平日・土曜日　午前8時30分～午後4時30分　　
※土曜日は清水口保育園のみ利用できます。日曜、祝日、年末年始、
園の行事日は利用できません。
保育料　右表のとおり
予約受付時間　午前9時～
午後4時（平日のみ）
■問　清水口保育園「キッズ」
☎（491）8082、南山保育
園「くれよん」　☎（491）
1413、はなぶさ保育園「ひ
ばり」　☎（497）7870

保育料

年齢 利用料金
（1時間）

給食費
（1日）

0歳 500円

300円1 ～ 2歳 400円

3歳～就学前 300円

※清水口保育園、南山保育園の料
金となります。

子どもの病気の回復が長引いてしまい
看護が難しいときは「病後児保育」が利用できます

　保育園や幼稚園などに通っている子どもが、病気の回復期のために保育園
などに通園ができず、保護者の就労などの理由により家庭で保育ができない
場合に、一時的に子どもを預かる「病後児保育」を実施しています。
※利用には事前の登録が必要になります。
保育日時　平日　午前8時30分～午後6時、
　　　　　土曜日　午前8時30分～午後1時
※日曜日、祝日、12月29日から1月3日までを除きます。
保育場所　鎌ケ谷総合病院8階「鎌ケ谷総合病院病後
児保育所」（鎌ケ谷市初富929－6）
対象　保育園、認定こども園、幼稚園、放課後児童ク
ラブに通っている、生後3カ月から小学3年生までの子　1日4人
保育料　1時間300円
※最少利用時間は4時間です。また病後児保育では昼食は出ないため、持参
するか有料で昼食を申し込むことができます。
申　利用を希望する場合は、利用登録申込書に必要事項を記入の上、事前に
鎌ケ谷総合病院で利用登録を行ってください。
　利用の際は、利用希望日前日の午後3時までに利用申込書に必要事項を記
入の上、鎌ケ谷総合病院1階小児科　☎047（498）8111へ
※利用登録申込書および利用申込書は鎌ケ谷総合病院病後児保育室、市内各
保育園、市児童家庭課にあります。なお、申し込みの受け付けは午前10時
から午後3時までです。
　利用当日は健康保険証、病後児保育事業家庭連絡票を持参してください。
■問　児童家庭課保育班　☎（497）3488

「子育て支援センター」に遊びに来ませんか
　子育て中の親子の交流の場を提供したり、子育ての情報提供・子育ての悩
みについて相談したりすることができる「子育て支援センター」を清水口保
育園、南山保育園に設置しています。
　子育て支援センターは、市内在住の子育て中の親子が気軽に遊べるところ
です。
　利用は年間登録制で、初回のみ登録用紙への必要事項の記入が必要になり、
無料で利用できます。
【主な事業】
◆センター室・園庭の開放　
　センター室や園庭を開放しており、利用時間内は自由に遊べます。開放日
や利用時間は各園に直接問い合わせるか、市ホームページで確認してくださ
い。
◆公園訪問など
　市内の公園や各センターへ保育士が出向いて、紙芝居や触れ合い遊びなど
を行います。開催日時などは、各園に直接問い合わせるか、市ホームページ
で確認してください。
◆子育て講演会・離乳食試食会
　講師を招いて講演会を行ったり、保育園で調理した離乳食を親子で食べた
り、栄養士に相談したりすることができます。
　事前の予約や試食費などが必要になります。詳細については、直接問い合
わせてください。
◆子育てサークルや子育てボランティア活動などの育成・支援
　支援センターの部屋の貸し出しを行っています。
貸し出し日　毎週木曜日　午後1時30分～ 3時30分
※事前に電話か各園の窓口での予約が必要です。
◆子育て相談
　電話相談や面接相談（要予約）を行っています。
そのほか、市保健師・歯科衛生士・家庭児童相談員・主任児童委員などが訪
問して、相談に応じています。
◆絵本の読み聞かせやおもちゃの提供など
　地域ボランティアの皆さんが定期的に絵本の読み聞かせなどを行います。
※そのほかにもさまざまな行事や園行事などに参加できます。各子育て支援
センターによって、行事などが異なりますので、各園に直接問い合わせるか、
市ホームページで確認してください。
■問　清水口保育園「スマイル」　☎（491）8201、南山保育園「ふれんど」　
☎（491）1131

私立保育園では
「子育てひろば」を開催しています

　市内にある私立保育園の「はなぶさ
保育園」「白井ふじ保育園」「こざくら
保育園」では、地域の子育てを支援す
るために「子育てひろば」を開催して
います。
　子育て中の親子が集まって子育ての
情報提供や悩みなどを相談したりする
ことができます。
　開催日など、詳細については各園に
直接問い合わせてください。
■問　はなぶさ保育園「ドリーム☆ポケット」　☎（497）7870、白
井ふじ保育園「いづみ」　☎（402）2500、こざくら保育園「こざ
くらキッズ」　☎（401）1181

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

みんなで楽しくプール遊び！（白井ふじ保育園「いづみ」）
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特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
お
知

ら
せ

　
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど

に
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

「
定
時
所
得
状
況
届
」
を
9
月
10
日

㈬
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
応
じ
た
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
20
歳
以
上
で
、
著
し
い
重
度
の
障

害
の
た
め
に
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
障
害
者
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
一

部
の
人
で
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
人

な
ど

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
1
の
人

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
2
の
一
部
の
人

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
・
肝
臓
疾

患
で
特
に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害

の
あ
る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
20
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
の
た

め
に
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
障
害
児
に
支

給
す
る
手
当
で
す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
一

部
の
児
童

●
療
育
手
帳
Ⓐ
の
判
定
を
受
け
た
児
童

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
・
肝
臓
疾

患
で
特
に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害

の
あ
る
児
童

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
障
害
の

あ
る
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し

て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
監
護
す
る
父
母
な
ど

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
市
で
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
に
不

安
が
あ
っ
て
家
か
ら
出
に
く
い
人
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
働
く
意
欲
を
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象

に
し
た
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
9
月
8
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
9
月
24
日
㈬
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

テニスコート改修工事の
お知らせ

　野口多目的広場テニスコートと南山公園テニスコートは、
下記のとおりコートの改修工事を行います。
　工事期間中、利用者の皆さんにはご迷惑をおかけします
が、ご理解ご協力をお願いします。
◆野口多目的広場テニスコート
　ハードコートへの改修工事を行います。
※工事期間中は、安全確保のため、野口多目的広場への立
ち入りはできません。
工事期間　10月20日㈪～平成27年3月31日㈫
◆南山公園テニスコート
　砂入り人工芝コートへの改修工事を行います。
工事期間　10月20日㈪～平成27年3月31日㈫
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　  「
白
井
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0

1
4
」
に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
そ
の
補
助
を
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3
級

の
一
部
の
児
童
の
父
母
な
ど

●
療
育
手
帳
Ⓐ
お
よ
び
A
の
判
定
を

受
け
た
児
童
の
父
母
な
ど

●
療
育
手
帳
B
の
判
定
を
受
け
た
一

部
の
児
童
の
父
母
な
ど

●
精
神
障
害
・
血
液
疾
患
な
ど
で
特

に
重
度
と
認
め
ら
れ
る
障
害
の
あ
る

児
童
の
父
母
な
ど

※
対
象
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生

活
と
、
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
む

こ
と
へ
の
習
慣
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元

気
な
子
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
献

立
（
弁
当
）
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
23
日
㈷

対
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
参
加
が
可
能

な
人

内
容
　
次
の
全
て
を
満
た
す
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
こ
と

●
子
ど
も
向
き

●
家
庭
や
集
団
の
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
普
及
性
が
あ
る

●
よ
く
か
ん
で
味
わ
え
る

●
1
人
分
の
食
材
が
5
0
0
円
前
後

●
県
の
農
水
産
物
を
利
用
し
て
い
る

●
手
軽
に
作
れ
る

審
査
方
法
　
1
次
審
査
は
書
類
選
考

に
よ
り
10
点
を
選
出
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
当
日
に
実
際
に
調
理
し
た
も
の
を

持
参
し
、
2
次
審
査
を
行
っ
た
上
で

結
果
を
本
人
へ
通
知

申
　
所
定
の
応
募
用
紙
（
一
般
社
団

法
人
千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
事
務
局

窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
2
人
分
の
献
立
を
記
入
し
、

自
分
で
作
っ
た
弁
当
1
個
分
の
写
真

と
、
82
円
切
手
を
貼
っ
て
宛
先
を
記

入
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、

9
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
郵
送
で
〒
2

6
1
―
0
0
0
2

　
千
葉
市
美
浜
区

新
港
3
2
―
1
7
、  

千
葉
県
口
腔
保

健
セ
ン
タ
ー
内

　
一
般
社
団
法
人
千

葉
県
歯
科
衛
生
士
会
へ

問
　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
衛

生
士
会
　

0
4
3
（
2
4
1
）
9

9
0
3
、
市
健
康
課
保
健
予
防
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

※
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
衛
生

士
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
フ
ァ
ク
ス

の
み
と
な
り
、
電
話
で
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

【
は
な
ぶ
さ
保
育
園
か

ら
の
お
知
ら
せ
】

◆
平
成
27
年
度
入
園
受
け
付
け
お
よ

び
説
明
会
を
開
催

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
な
ぶ
さ
保

育
園
（
認
定
子
ど
も
園
）
へ
入
園
を

希
望
す
る
人
の
受
け
付
け
お
よ
び
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

【
入
園
受
け
付
け
】

日
時
　
9
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫
　
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

場
所

　
は
な
ぶ
さ
保
育
園
（
大
山
口
）

※
市
役
所
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
。

【
入
園
説
明
会
】

日
時
　
8
月
23
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

11
時
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
30
分

〜
）

場
所
　
は
な
ぶ
さ
保
育
園
（
大
山
口
）

※
車
で
来
園
す
る
場
合
は
、
園
庭
に

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
上
履
き

問
　
は
な
ぶ
さ
保
育
園

　
☎
（
4
9

7
）
7
8
7
0

　
み
ん
な
で
一
緒
に
準
備
や
運
営
な

ど
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　
団
体
で
の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
団
体
は
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程

　
10
月
13
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

場
所

　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
高
校
生
以
上

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
8

月
28
日
㈭
ま
で
に
郵
送
（
消
印
有
効
）

か
直
接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
4
へ

「
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
」
の
お
知
ら
せ

　
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
な
ど
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。

　
試
験
に
合
格
し
た
人
に
は
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
願
書
の
配
布
場
所
な
ど
詳
細
に
つ

プレ☆パパママスクール
　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませんか。
　「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃんを迎える実感
が湧いてきますよ。
日時　9月7日㈰　午前10時～正午
（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月
までの妊婦とその家族　16組（申し
込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　夫婦で協力する出産・育児
や母乳育児の話、「お風呂入れ」の実習、マタニティーヨガ、
妊婦体験ジャケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

白井市民大学校公開講座
　「伝える技術」をテーマと
した公開講座を開催します。
日時　30日㈯　午後2時30分
～ 4時30分
（受け付け　午後2時～）
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住・在勤者　
30人（申し込み順）
講師　写真家　テラウチマ
サトさん
■申・■問　氏名を、電話また
はEメールで生涯学習課社会
教育班　内線3431・2・{syougai-gakusyuu@city.shiroi.
chiba.jpへ

テラウチマサトさん

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
人
で
、
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り

ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人

③
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お
よ
び
④
に

該
当
す
る
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳

以
上
に
な
る
人

試
験
日

　
10
月
30
日
㈭ 

試
験
会
場
　
千
葉
県
庁
新
都
市
ビ
ル

（
千
葉
市
中
央
区
）

願
書
受
付
期
間
　
8
月
28
日
㈭
〜
9

月
16
日
㈫
（
消
印
有
効
）

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線
3

4
2
6

一緒にボランティアをしませんか

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

2014.8.157



イ

ベ

ン

ト

①

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

救く

ご護
榮え

い

海か
い

大
僧
正

　
救
護
榮
海
は
嘉
永
4
年
（
1
8

5
1
）
に
白
井
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
の
伊
藤
八
右
衛
門
は
白
井
宿
に

あ
っ
た
旅
籠
の
藤
屋
を
営
ん
で
お

り
、
長な

が
と
ろ殿
村
の
名
主
伊
藤
隼
人
の

親
族
に
あ
た
り
ま
す
。
榮
海
は
か

ぞ
え
12
歳
で
上
野
に
あ
る
養
寿
院

に
入
り
ま
し
た
。
養
寿
院
は
寛
永

寺
を
構
成
す
る
子
院
の
一
つ
で
す
。

　
榮
海
は
明
治
9
年
（
1
8
7
6
）

に
養
寿
院
住
職
、
明
治
41
年
（
1

9
0
8
）
に
は
東と

う
叡え

い

山ざ
ん

輪り
ん

王の
う

寺じ

門も
ん

跡せ
き

兼
寛
永
寺
住
職
、
明
治
42
年

（
1
9
0
9
）
に
大
僧
正
と
な
り

ま
す
。
東
叡
山
と
は
京
都
府
の
比

叡
山
に
対
す
る
寛
永
寺
の
山
号
、

輪
王
寺
門
跡
は
明
治
18
年（
1
8
8

5
）
に
寛
永
寺
に
再
興
さ
れ
た
門

室
号
に
な
り
ま
す
。

　
寛
永
寺
は
江
戸
時
代
に
は
徳
川

家
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

と
し
て
隆
盛
を
極
め

ま
し
た
が
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
で
荒
廃
し

た
上
、
境
内
の
多
く
が
明
治
政
府

に
没
収
さ
れ
上
野
公
園
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
榮
海
は
そ
の

半
生
を
養
寿
院
や
寛
永
寺
の
復
興

に
費
や
し
、
相
当
の
苦
労
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
他
、
明
治
22
年
（
1
8
8

9
）に
天
台
宗
大
学（
現
大
正
大
学
）

幹
事
、
明
治
43
年
（
1
9
1
0
）

に
天
台
宗
宗
機
顧
問
を
歴
任
し
、

寛
永
寺
住
職
を
6
年
務
め
て
辞
し

た
後
、
請
わ
れ
て
大
正
7
年
（
1

9
1
8
）
に
浅
草
寺
第
21
代
貫か

ん
じ
ゅ主

（
住
職
）
と
な
り
ま
す
。

　
榮
海
は
朝
4
時
間
、
暮
3
時
間
、

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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1
日
7
時
間
の
勤

ご
ん
ぎ
ょ
う
行
を
数
十
年
来

欠
か
さ
な
か
っ
た
当
時
で
も
ま
れ

な
高
僧
で
し
た
。
ま
た
各
種
評
伝

を
見
る
と
、
形
式
ば
っ
た
こ
と
を

嫌
い
、
ま
め
に
動
か
れ
て
い
た
そ

う
で
、
無
学
と
称
し
て
人
に
説
く

際
は
理
屈
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
、

主
義
主
張
を
強
く
表
に
出
さ
ず
、

で
も
自
ら
の
主
張
は
譲
ら
な
い
方

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
の
関

東
大
震
災
を
契
機
に
、
榮
海
は
浅

草
寺
貫
主
と
し
て
先
進
的
な
社
会

福
祉
事
業
に
次
々
と
着
手
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
婦
人
会

や
婦
人
会
館
（
相
談
宿
泊
所
）、

三
軌
会
館
（
労
働
者
宿
泊
所
）、

こ
ど
も
会
、
今
も
境
内
に
あ
る
浅

草
寺
病
院
や
こ
ど
も
図
書
館
、
幼

稚
園
（
当
時
は
保
育
園
）
な
ど
を

創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
明
治
期
に

没
収
さ
れ
た
浅
草
寺
境
内
の
土
地

を
東
京
市
か
ら
浅
草
寺
に
取
り
戻

し
、
そ
の
半
分
を
基
本
財
産
と
し

て
社
会
事
業
を
目
的
と
す
る
財
団

法
人
大
慈
会
を
創
立
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
震
災

で
被
災
し
た
浅
草
寺
本
堂
の
大
営

繕
に
よ
う
や
く
着
手
し
た
矢
先
に

持
病
の
胃
病
が
悪
化
し
、
78
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◆
白
井
夏
祭
り
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
白
井
夏
祭
り
は
、
各
種
団
体
や
祭

り
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
市
内
の
企
業
や

商
店
な
ど
か
ら
の
協
賛
金
な
ど
の
協

力
を
得
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
5
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
24
日
㈰
に
延
期
）

※
打
ち
上
げ
花
火
は
午
後
8
時
30
分

ご
ろ
か
ら
、
大
抽
選
会
は
午
後
9
時

30
分
ご
ろ
か
ら
行
い
ま
す
。

場
所
　
白
井
市
役
所
駐
車
場

※
周
辺
の
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
市
商
工

会
内
）
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
し
ろ
い
な
し
坊
フ
ェ
ス
タ

　
白
井
市
の
農
産
物
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、旬
の
ナ
シ（
豊

水
）
や
地
場
産
野
菜
な
ど
の
試
食
販

売
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
ナ
シ
の
収
穫

体
験
を
行
い
ま
す
。
市
と
県
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
な
し
坊
」
と
「
チ
ー
バ

く
ん
」
に
も
会
え
ま
す
の
で
、
み
ん

な
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
30
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
や
お
ぱ
ぁ
く

※
ナ
シ
の
収
穫
体
験
（
雨
天
中
止
）

は
、
当
日
の
午
前
10
時
と
午
後
1
時

に
受
け
付
け
を
開
始
し
、各
50
人（
先

着
順
）
ま
で
、
参
加
費
は
1
人
5
0

0
円
で
す
。

問
　
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所

「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
蜩
（
ひ
ぐ
ら
し
）
の
声
に
夏
の
名

残
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
暑
さ
を
忘
れ
て
ひ
と
と
き
、
朗
読

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
5
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
未
就
業
歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー

コ
ー
ス

　
歯
科
衛
生
士
の
復
職
や
就
業
を
支

援
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
9
月
7
日
㈰
・
21
日
㈰
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
　
場
所
　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館
（
千
葉
市
）

対
象
　
歯
科
衛
生
士
資
格
を
持
つ
未

就
業
の
人

　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
歯
科
医
師
会

☎
0
4
3
（
2
4
1
）
6
4
7
1
・

0
4
3
（
2
4
8
）
2
9
7
7
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

コ  

子
育
て
講
座
「
家
庭

教
育
を
考
え
る
」

　
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

子
育
て
を
知
り
、
あ
な
た
の
子
育
て

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
5
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
東
京
教
育
研
究
所
理
事
長
　

奥
崎
喜
久
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

救護榮海大僧正

子

育

て

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　「
小
麦
粉
ね
ん
ど
」
で
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

※
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ねんどをコネコネ♪

福  集いの場「コトコトcafe」
　日替わりでシェフが交代する「ワンデーシェフ」のラ
ンチを楽しむことができ、ワークショップも開催します。
どちらか一つの参加や、両方とも参加することもできま
す。地域のコミュニティーを深めてみませんか。
日程・ワークショップ・ランチメニュー　下表のとおり
時間　ワークショップ　午前10時～正午、ランチ　正午
～午後2時
対象　①・③ワークショップ　一般　各日15人、ランチ
一般　各日20人　②ワークショップ・ランチ　幼児とそ
の保護者　各20組（申し込み順）
※初めて参加する人は事前に相談してください。
参加費　ワークショップ　300 ～ 500円（作品により材料
費が変動）、ランチ　500円（材料費ほか）

■申　①は8月15日㈮、②は9月13日㈯、③は10月15日㈬か
ら電話か直接福祉センターへ

日程表
日程 ワークショップ ランチメニュー

①9月4日㈭ ネクタイネックレス
作り

老舗そば店直伝のカ
レーうどんほか

②10月3日㈮ シュシュ作り プチドリアほか

③11月14日㈮ ※ワークショップはありません。
豆腐のキーマカレー
風ほか

日
時

　
9
月
1
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
8
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　第65回印旛郡市民体育大会が7月13日から27日までの間、佐倉市を主会場として開催され、
各会場で熱戦が繰り広げられました。
　印旛郡市民体育大会は、印旛郡市におけるスポーツの普及・振興を図ることなどを目的と
して、毎年開催されています。白井市は16競技・24種目に297人（男子200人、女子97人）の
選手が参加しました。
　大会結果は次のとおりです。　
【総合成績】
　第1位　佐倉市、第2位　印西市、第3位　四街道市、第4位　白井市、第5位　富里市、
第6位　八街市、第7位　酒々井町、第8位　栄町
【白井市の入賞種目】
　準優勝　ソフトボール女子、バドミントン男子・女子、空手道　第3位　陸上競技男子、
ソフトテニス男子、バスケットボール女子、剣道、柔道、テニス男子・女子
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

印旛郡市民体育大会結果
～ソフトボール女子、バドミントン男子・女子、

空手道が準優勝～

空手道

バドミントン女子

バドミントン男子

ソフトボール女子
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◆
無
料
太
極
拳

　
太
極
拳
で
体
幹
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）　
午

前
10
時
〜
正
午

　
場
所

　
白
井
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
定
員

　
10
人

（
先
着
順
）　
持
ち
物

　
室
内
履
き
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
　「
T
A
I
J
I
」
優ゆ
う（
太
極
　
優
）

西
田
☎
（
4
9
7
）
3
5
5
5

◆
自
動
車
点
検
教
室

　
自
動
車
の
仕
組
み
や
タ
イ
ヤ
の
取

り
外
し
な
ど
、
安
全
確
保
の
た
め
の

日
常
点
検
方
法
を
実
践
を
踏
ま
え
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。

日
時

　
9
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

　
場
所

　
白
井
市
公
民
セ

ン
タ
ー

　
対
象

　
運
転
免
許
取
得
者

30
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

無
料
（
昼
食
付
き
）

※
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
自
動
車
整

備
振
興
会
習
志
野
支
所
☎
0
4
7

（
4
6
7
）
8
8
8
1
（
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
へ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ

う
も
ん
門
・
人

工
膀ぼ

う
こ
う胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　「
本
格
的
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」を
テ
ー

募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

高

齢

者

◆
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
エ
サ
を
募
集

　
毎
年
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
清
水

口
の
調
整
池
に
飛
来
す
る
オ
オ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
エ
サ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
古
米
や
米
選
下
米
な
ど
を
引
き
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
　
白
鳥
の
会
　
鶴
田
☎
（
4
9
1
）

3
1
7
2

◆
英
語
学
習
サ
ー
ク
ル
「
ビ
ー
ハ
イ

ブ
」
会
員
募
集

　
映
画
や
歌
な
ど
を
通
し
て
英
語
を

学
ぶ
集
ま
り
で
す
。

　
英
語
の
レ
ベ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

英
語
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

①
夜
ク
ラ
ス
（
開
催
中
）

　「
ア
マ
デ
ウ
ス
」
を
学
び
ま
す
。

日
程

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
〜

9
時

　
対
象

　
一
般

　
10
人
（
先
着

順
）　

②
午
前
ク
ラ
ス
（
9
月
中
旬
か
ら
開

催
予
定
）

　「
ア
ラ
バ
マ
物
語
」
を
学
び
ま
す
。

日
程

　
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
　
午

前
10
時
〜
正
午

　
対
象
　
一
般
　
15

人
（
先
着
順
）

【
共
通
】

入
会
費

　
7
0
0
円

　
参
加
費

　
1

回
3
0
0
円
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

　
ゆ
っ
た
り
と
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。

日
時

　
8
月
29
日
、
9
月
5
日
・
12

日
・
19
日
（
各
金
曜
日
・
全
4
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分 

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
女
性
　
10
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　

玉
内
集
子
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
靴
下

申
　
8
月
23
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ン
タ
ー
ま
た
は
近
隣
集
会
所
　

問
　
伊
川
・ m

ay
n
ev
iew
735

@
y
ah
oo.com

◆
ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
C
N
T
敬
老

の
日
無
料
宿
泊
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
敬
老
の
日
を
祝
っ
て
、
シ
ン
グ
ル

ま
た
は
ツ
イ
ン
の
部
屋
の
宿
泊
に
無

料
招
待
し
ま
す
。

日
程
　
9
月
15
日
㈷
　
対
象
　
70
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
・
問

　
8
月
24
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
氏
名
・
年
齢
（
ツ
イ
ン
希
望
の

場
合
は
2
人
分
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

部
屋
タ
イ
プ
を
記
入
の
上
、
は
が
き

で
〒
2
7
0
―
1
3
4
0

　
印
西
市

中
央
南
1
―
10
　
ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ

ン
C
N
T
へ

◆
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
公

開
科
目
受
講
生
募
集

　「
公
開
科
目
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

※
こ
の
科
目
を
受
講
し
て
も
、
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
講
期
間
　
9
月
9
日
㈫
〜
12
月
19

日
㈮

　
公
開
科
目
・
開
講
曜
日
・
開

講
時
間

　【
①
異
文
化
理
解
】　
金
曜

日
・
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
20
分

　

【
②
時
事
問
題
】　
火
・
木
曜
日
・
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分

　

【
③
国
際
関
係
論
】　
火
・
木
曜
日
・

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
20
分

　【
④

中
国
語
Ⅰ
】　
火
曜
日
・
午
後
2
時

30
分
〜
4
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後

3
時
30
分
〜
4
時
20
分
　【
⑤
中
国

語
Ⅱ
】　
火
曜
日
・
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
20
分

※
①
〜
③
は
英
語
に
よ
る
授
業
と
な

り
、「
①
異
文
化
理
解
」
の
み
金
曜

日
に
2
時
限
連
続
の
授
業
で
す
。

受
講
料

　
1
科
目
に
つ
き
1
万
円

申
・
問

　
9
月
8
日
㈪
か
ら
30
日
㈫

（
11
日
㈭
を
除
く
）
ま
で
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
直
接
東
京

電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

福  

健
康
体
操
講
座

　
脳
ト
レ
や
音
楽
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
簡
単
な
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
ト
レ
を
行
い
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
人
や
体
を
動
か
し
た

い
人
な
ど
、
夫
婦
や
友
人
と
一
緒
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
8
日
㈪
か
ら
平
成
27
年

2
月
23
日
㈪
ま
で
の
毎
月
第
2
・
4

月
曜
日
（
全
12
回
）　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

※
10
月
は
第
1
・
4
月
曜
日
、
11
月

は
第
2
・
3
月
曜
日
、
1
月
は
第

1
・
4
月
曜
日
と
な
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
　

川
合
琢
也
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
9
〜

11
月
の
み
運
動
靴

申
　
8
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
65
歳
以
上
の
人
の
健
康
増
進

マ
に
し
た
講
演
会
の
ほ
か
、
補
装
具

の
展
示
相
談
会
や
使
用
方
法
な
ど
の

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
9
月
20
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
匝そ

う
さ瑳
市
八
日
市
場
公

民
館
　
対
象
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ

び
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
　

講
師
　
旭
中
央
病
院
　
皮
膚
・
排

は
い
せ
つ泄

ケ
ア
認
定
看
護
師
　
加
瀬
昌
子
さ
ん
、

椎
名
幸
恵
さ
ん
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉

県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
☎
0
4
3
（
3

0
9
）
7
5
7
1
・

0
4
3
（
3

0
9
）
7
5
7
2
（
月
・
火
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
講
習
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
個
別

面
接
相
談
ま
た
は
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
修
了
者
は
、
受
講
後
に
開
催

す
る
合
同
面
接
会
も
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

①
福
祉
輸
送
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

講
習
番
号
　
8

　
日
時
　
10
月
9
日

㈭
か
ら
17
日
㈮
ま
で
の
う
ち
の
6
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
柏
の
葉
公
園
セ
ン
タ
ー

（
柏
市
）　
定
員
　
20
人

②
介
護
現
場
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
養

成
講
習

講
習
番
号
　
11
　
日
時
　
9
月
25
日

㈭
か
ら
10
月
9
日
㈭
ま
で
の
う
ち
の

8
日
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
　

場
所

　
ニ
チ
イ
学
館
船
橋
校

　
定
員

20
人

③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
警
備
員
）
技
能

講
習

講
習
番
号

　
18
　
日
時

　
10
月
22
日

㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で
の
う
ち
の
7
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
　

場
所

　
柏
の
葉
公
園
セ
ン
タ
ー
（
柏

市
）　
定
員

　
20
人

ン
パ
ス
情
報
環
境
学
部
事
務
部
☎

0
4
7
6
（
4
6
）
4
1
1
1
へ

◆
市
民
水
泳
大
会
参
加
者
募
集

　
印
西
市
水
泳
協
会
と
共
催
で
、
市

民
水
泳
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
2
日
㈰
　
場
所
　
印
西

温
水
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
お
よ
び
近
隣
在
住
者

で
25
㍍
を
完
泳
で
き
る
小
学
生
以
上

部
門
　
小
・
中
学
生
の
部
、
一
般
の

部
　
種
目

　
自
由
形
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、

平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、

各
種
リ
レ
ー

　
参
加
費

　
1
種
目
に

つ
き
小
・
中
学
生
4
0
0
円
、
一
般

8
0
0
円
（
各
種
リ
レ
ー
は
1
種
目

に
つ
き
4
0
0
円
）

申
　
8
月
18
日
㈪
か
ら
9
月
20
日
㈯

（
必
着
）
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
白

井
市
水
泳
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
で
〒
2
7
0
―
1
3
5
9

　
印

西
市
木
刈
4
―
26
―
10
　
印
西
市
水

泳
協
会

　
木
村
へ

問
　
白
井
市
水
泳
協
会
　
駒
野
☎

（
4
9
1
）
1
8
8
7

◆
平
成
26
年
度
原
爆
被
爆
二
世
健
康

診
断
の
実
施
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
平
成
27
年
2
月
28
日
㈯

ま
で

　
対
象
者

　
原
爆
被
爆
者
の
実

子
で
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を

希
望
す
る
人

※
受
診
書
な
ど
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
平
成
27
年
1
月
31
日
㈯（
必

着
）
ま
で
に
受
診
を
希
望
す
る
人
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
お
よ
び
被
爆
者
で
あ

る
親
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
被
爆
者
健
康
手
帳
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
〒
2
6
0
―

8
6
6
7

　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健

康
福
祉
指
導
課
被
爆
者
援
護
班
☎
0

4
3
（
2
2
3
）
2
3
4
9
へ

と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
、
介
護
予

防
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
は
、
高

齢
者
施
設
で
入
居
者
の
話
し
相
手
に

な
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

補
助
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
月
11
日
㈭
　
午
後
2
時
〜

3
時

場
所
　
七
次
台
中
学
校
区
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所「
て
の
ひ
ら
館
」

（
清
水
口
小
学
校
敷
地
内
）

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

イ

ベ

ン

ト

②

④
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
養
成
講
習

講
習
番
号
　
31
　
日
時
　
10
月
2
日

㈭
か
ら
17
日
㈮
ま
で
の
う
ち
の
9
日

間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
場
所

船
橋
市
青
少
年
会
館
　
定
員
　
30
人

申
・
問

　
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
9
月
10
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
2
6
0

―
0
0
1
3

　
千
葉
市
中
央
区
中
央

3
―
9
―
16
　
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
1
2
・

0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
9
7
へ

　午前は幼児向けの「はらぺこあおむ
し」など、午後は「火

ほ た

垂るの墓」を上
映します。
日程　8月27日㈬
時間　午前の部　午前10時30分～ 11時
30分、午後の部　午後2時～ 3時30分
対象　幼児～中学生（自由参加）
※幼児は保護者が同伴してください。

西   子ども映画会

2014.8.159
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の
街
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、

県
内
各
地
域
の
家
庭
か
ら
出
る
廃

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

自
然
と
人
間
が
共
生

す
る
街
を
目
指
し
て

　
N
P
O
法
人
せ
っ
け
ん
の
街
は
、

「
手
賀
沼
せ
っ
け
ん
共
有
者
の

会
」
と
し
て
昭
和
59
年
に
柏
市
で

発
足
し
、
今
年
で
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
設
立
の
切
っ
掛
け

は
、
手
賀
沼
と
印
旛
沼
の
汚
れ
の

主
な
原
因
が
私
た
ち
の
生
活
雑
排

水
に
あ
っ
た
事
で
す
。
そ
こ
で
沼

周
辺
の
市
民
が
「
手
賀
沼
を
守
ろ

う
！
」
と
せ
っ
け
ん
の
使
用
を
推

進
す
る
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
の
出
資
に
よ
り

柏
市
に
「
手
賀
沼
せ
っ
け
ん
工

場
」
を
建
て
、
廃
食
油
の
回
収
と

そ
の
原
料
で
作
ら
れ
た
リ
サ
イ
ク

ル
粉
せ
っ
け
ん
の
販
売
・
普
及
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
設
立
10
年

後
に
は
酒
々
井
町
に
も
「
印
旛
沼

せ
っ
け
ん
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
作

り
、
今
か
ら
15
年
前
に
法
人
格
を

取
得
し
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
っ
け
ん

せ
っ
け
ん
を
使
う
暮
ら
し
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
環
境
に
も
体
に
も
や
さ

し
い
「
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
」

を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と

の
思
い
で
、
市
内
の
会
員
11
人
の

仲
間
と「
細
く
長
く
」を
モ
ッ
ト
ー

に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
南

山
地
区
の
1
自
治
会
も
賛
助
会
員

と
し
て
廃
食
油
の
回
収
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
市
内
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
廃

食
油
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

当
会
の
先
輩
た
ち
の
活
動
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
市

食
油
を
回
収
し
、
せ
っ
け
ん
や
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
再
生
し

た
り
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

●
環
境
に
悪
影
響
が
あ
る
と
さ
れ

る
化
学
物
質
を
使
わ
な
い
生
活
を

提
案

●
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

環
境
を
守
る
事
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
と
、
小
・
中
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
環
境
授
業
に
講
師
を
派
遣

せ
っ
け
ん
を
使
う
暮

ら
し
に
関
心
を

　
私
た
ち
の
願
い
は
、
未
来
の
子

ど
も
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　7月15日号「歴史のしずく『富士講』」で紹介した、
名内にある「浅間様」で、7月1日に今井、名内、小名
内地区の合同行事である「山開き」が行われました。
　 この山開きは「富士山信仰」に基づくものです。こ
の浅間様は市内最大の富士塚です。昔は富士山に行く
ことが容易ではなかったため、富士塚に登ることで、
富士山に登ったのと同じご利益を得ることができるよ
うにと造られた人工の山です。境内には建築物はなく、
山頂に一つ、中腹に二つの祠

ほこら

が配置され、林に囲まれ
た静かな場所となっています。
　山開きのために立てられた幟

のぼり

には「天保十壱（1840年）歳六月吉日」など、また、山頂
の祠に飾られた掛け軸の収納箱にも「天保6（1835年）未6月吉日」と記されていることから、

江戸時代後期には行われていたようです。
　儀式は山頂で行われ、この地域を担当する神主によ
るお祓

はら

いやお清めから始まり、参加者各自榊
さかき

を捧げて
厳かに進みました。当日は、各地区の役員の皆さんの
ほか、この地域の風習で、赤ちゃんが生まれた最初の
年の7月1日に「子がすくすくと成長するように」と浅
間様参りに訪れた3組の親子の姿も見られ、厳かなな
かにも和やかな雰囲気がありました。市内でも数少な
いこのような行事はこれからも大事にしたいですね。
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振り込め詐欺　未然に防いだ地域の力
山本芳さんに印西警察署長感謝状
　7月2日印西警察署で「印西警察署長感謝状」が、市内在住の山
本芳さんに贈呈されました。
　経緯は、5月30日、普段から親交のある女性宅に、おいを名乗
る男性から「仕事に失敗したのでお金が必要」と不審な電話があっ
たことを女性から聞き、「詐欺ではないか」と促しました。山本
さんの帰宅後、おいを心配した女性は現金200万円を用意し、そ
の日の夕方女性宅に訪れた男性2人に手渡しする寸前、心配した
山本さんが再度訪れ、とっさに女性から現金をつかみ取り「何し
てるの！渡しちゃだめ」と言いその現場から離れました。山本さ
んが女性のおいに携帯電話で確認すると、詐欺であることが判明
したため再び女性宅に戻ると男性たちは逃走し、振り込め詐欺の
被害を未然に防止しました。阿波谷印西警察署長は「声をかけあ
い詐欺を防いでくれてありがたい」と感謝していました。

●振り込め詐欺防止のポイント
「お金がすぐに必要」は詐欺です。家族以外の人には、絶対にお金やキャッシュカードは渡
さないようにしましょう。
●こんな電話は要注意
「電話番号が変わった」「会社の小切手が入ったカバンを失くした」「会社のお金を使い込んだ」
「女性を妊娠させてしまい、示談金が必要になった」「あなたの口座が犯罪に使われた」「税
金が還付されるのでATM へ行って」などの内容には注意をしましょう。
　このような電話がかかってきたら「お金を渡す前に」相談を
◆相談先
　●印西警察署　☎0476（42）0110
　●振り込め詐欺・悪質商法被害抑止コールセンター　☎0570（008）494　

感謝状を手にした山本芳さん 


